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壬世界最高の分解能をもつ電子顕微鏡開発

R立‾鮒′ト軒ごさ･は,‾世界最高の分解能をもち,さらにコンビニーて

技術を応刊Lて､散在的にシステムの自動化を図った新鋭電子麒歓

鏡"HU-12形”を開発した｡

"HU-12形-'花子厨傲鏡の分解は2:オーソダストローム(A＼格子

像),3オングストローム仏■‾,点間隔)が保証されているが,そ一'､

値ほもちろん‾】仕界最高のものである｡

本殿徽続く三-ゞ占分解能のほか,高信転変,簡単な操作という凱歌綻

に二安諌される条件を極限まで追及Lて完成したもので,デザインーく〕

人間工学的に設計されるなど,かずかずの新樅構がとりいれられて

ある.二.本願徴錆び‾)開発により効率よくしかもハイレベルなミクニ∴〉

世界の探究こウニ可能となる｡

おもな特長とLてほ､せ}世界最高の分解能:2Ar■(格子像)ニゝ保

証される｡ニの値ほほかの追従を許さないものである｡②作動祇態

が一Rでわかるプロセスモニターリングシステム｡パイロ､ソトラン

プ表示によるビーム位置モニターは軸ずれしたビームの目くら探L

を不要とL.また断水,停電,真空度低｢F,過電流等,保護機能は十べ

て自動化され.これらのバノンブ操作開閉状況は系統図とパイロい∴､

ランプによるモニターシステムで一目りょうぜんである｡･言･加速

電圧は25kV～125kVで､その広範囲でも常に理想的な電子ビー

ムが得られる｡そカ･tは電子銃の電極が印加電圧に連動して変換,同

調する機能があるからである｡④新方式のズーム式倍率変換方式

■世界最初の冷暖房付き

屋外形展望用エレベータ完成

このたび冷暖垢付き屋外形展望用として世界

最初のエレベータれ11上製作所からホテルナ

ゴヤキぅ･､ゾスノしに納入され,好調のうちに･さ三†業

運転を開始Lた;一コ

このホチノしほ円本の名城の一つ名古屋城天主

閣のそぴえる其正何の内堀前に新築された近代

的ホテ′レてあるこ-

エレベータは名古屋了即うの幹線,伏見通りに

画したホテ′し外壁凧こ取り付けられたもので,

その｢かご+ほ変形六角形で三方が全面展望窓

となっている｡

ホテルおよび一般の客を1階から最上階の

11階スカイラウンジまで直通で案内するもの

で,昇降しながら名古屋城をはじめ市街を一望

に見渡すことができる｡

とくに露柑形であるため,つりあいおもり,

テールコード,ガバナーロープなどが表面に出

ノ)横川により5()0倍から50万爪レつ広し､倍ヰi税別にわたり,橡√=判る

さ･ト;よびピントを最良の状態に介ぁせたままEl山に倍ヰ竣挨力lこチ+‾､な

えるこノ･⑤倍率来示ほ計数管によるディジタル去ホノノ式で巾計､さき

る｡たとえレンズ条件を変えても川魚読ム取れる｡･三石)挫利なフイル

ムマーキング装掛こより投影ナン′ミー,倍率,加速1封十1レンズ条

件などの撮影データカ:こフイルム_Lに日動的に焼き付けらjLる｡し､､壬)試

料窒は多畝二′第1試料窒には.七〔料6胤 同時装てんできるり また試

仙工享:ぐ乍外より360ぐ回転7】J能で税吏抑己野を常に軌旦の向きに〔川一に

選べる.ノ また,試料の_L下移動も巾能である.ニノ節2試料箋ポ･よ超代倍

什‾(ノラ100朽て′～8,000倍までの観察鮎臥･)ミできる√〕光(､jと出徴鋭と完ぺ

き一につながるとともに6試料の遠別が速く行なえるL-_(亘j観察三郎つ

曲面に～缶/二)て拡がる/リラマウインドと19()l-1m〃1超大形蛍光板で

像は下に取るようにダイナミックに観察できる()

口二占二等豊作所では世非にさきがけて昭和16年に電子膠i徴鉱員了1号

犠とし∵⊂"HU-1形”を開発,その後エレクトロニクス技術と,桁

婚加工技術を背長いこ誕)ざまし′い進歩をみせ,電子僻徴鎧の†卜命であ

る分解能の世界記録を次々に更新してきた｡,

そのため国内はもちろんアメリカ航乍1二田局(NASA),カリフニチ

ノンニア人学など世界一一流の研矧矧即〕自然朴芋の分野で欠くことの

｢さきない研究隣器として重視されている｡なお,新開発の"HU-12

形”は44年8月セントポーノし市で開かれたアメリが._E子麒徴鋭学

会に展示,各国研究者からその俊秀性が認められた二.

図1 屋外形展望用エレベータ

ないよう器具の配置についてもじゅうぶんな検討を垂れそれらを 形,定員:13人,

たエレベータと左右わずかにレーー′′しカ三見える程

度で,きわめてスて-1､なものである｡

名市長三地区のはげしい気象条件を考!占Lノて,

夏はスポ､ソトクール方式の冷房により涼し･∴

冬ほソフトヒーティングカ式により暖かく(､と

もに特許J_L=顔中)きわめで取掛ヒ凍りごこちで

ある｡

｢かご+の展望用ガラスほ直射1‾‾け亡の熱去1克とを

吸収するブロンズベンと強化ガラスによるモ引召

ガラスを才実用し,冷暖房によるガラス面の結露

を防_L_としている｡

また風･雨･雪などに対Lてほ特にじゅうぶ

んな考!鼓カミなされており,その過醗な試験にも

じゅうぶん耐えたものである｡

外生きとしては真紅の塗装にイルミネーション

を施しているため外からエレベータを眺めても

美しく,またこのエレベータは建物に動きを与

えるアクセサリーとなってホテルの所在をいっ

そう明らかにしている｡

おもな仕様は制御方式:由流ギヤードSV

900kg,速度:60m/min,停止階:2(1,11),行

内蔵することに成功したもので,そのため外壁面はロープにつらjt 程:35.8mである｡
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■国産初のガスベアリング式

ヘリウム膨張タービン完成

一回転数20万rpm,大形ヘリウム液化装置用一

日立製作所でほ,さきに抽潤滑式膨張タービンを佐和Lた液化能

力150β/hの国産初の大形ヘリウム液化装置の開発に成功Lたか.

このたびこの装置にガスベアリング式膨張タービンを組見込んで運

転を行なったところ効率8%というi〔右効率を示L,i･佼休ヘリウムの

効率のよい生産をあげることに成功したし-.

極低温で作動する超高速のガスベアリング式膨張タービンは,大

形ヘリウム液化装置用として数年前から独自の技術で開発を進めて

きたもので,いくたの難問題を解決して今回の成功に至ったもの

｢さ,国産でほ最初のものであり,世界的にみても数少ないものて

ある｡

このヘリウム膨張タービンほ静圧形ガスベアリン′グを使用し,タ

ービン入口瞑力15気圧,作動温度50二■K～10､Kという過酷な条件に

もかかわらず,20万rpmという

i超高速回転で安定して作動し,連

続100時間運転において何のトラ

ブ′しも発+三せず,逆転は成功のう

†)こ終了L･た｡

特氏とLては,①潤滑油系統

の補筏が不安である｡②運転が簡

一位である二④回転音がきわめて静
かてある｢(主)この膨張タービン

こ£そのままの形で水素液化装置用

の水素防張タービンとして使用で

きる二

囲2 ガスベアリンブ式

ヘリウム膨張タービン

■わが国最初の直接群制御NCシステム完成

一制御用小形コンピュータによる直接制御方式一

口立製作所中央研究所では,制御用小形コソピュータを含む新L

い制御装置により,10台程度の工作機械を,従来のNC指令部なし

で直接制御できる群制御システムを同業メーカーにさきがけて,こ

のほど完成し,稼働を開始したし.

今までの評制御NCシステムほ,制御さ才Lる工作依械1台ごとに,

NC装際をつけ,それらを17如_)コンピュータで制御するものであ

ったが,今回完成したシステムほ,工作機械にNC巷与置を付属させ

る必要なく計算棟により向接制御するものである一

またこのシステムは,連続切削工作依械としてのプラ′rス盤,旋

盤など,異楼種10台程度を1台の制御用小形コンピュータHIDIC-

100で,同時に制御することが可能であl),ポー′レ盤などの位置決

め工作機ならば,さらに多くの台数を追加することができる｡;

これらHIDIC-100により制御されるシステムのいくつかをさら

に大形のコンピュータHITAC-7250,または汎用コンピュータと直

接あるいは通信回線などを通じて,ハイアラーキ構成(多くの計算

機を階級的に構成したシステム)にLて,いわゆるMISと結合した

機械工場の高度な管理運営を行なうことができる.｡

このシステムでは,工業用仕様を克たし信板性の高い,制御用′ト

形コンピュータを組みこんだ新しい中央制御装置を工場現場に設置

し,機械まわりにほ操作盤があるのみで,すべての電子装置が中央制

御装置に集中化されていること｡ユーザーほまず実用規模の群制御

システムを作り,順次その規模を拡大してゆくことが比較的容易に

行なえること｡また,通常のNC指令部を連結できるなど,后板性.

経済性とも格段にすぐれたシステムとなっている｡

各工作機械の半日ないし1日分の作業に相当する切削データほ.

外部記憶装置として付属させた磁気ドラムにすべて記憶されている

ので,別途入力したスケジュー′レ衷に従ってコンピュータは自動的

に各機械への作業の割り当てを行ない,作業実績表などの管理情報

をタイプライタより出力することができる.っ また送り速度の変更な

ど切削データの変更も,オンラインでタイプライタより入力ができ

るようになっている｡

群制御装置とおのおののコニrF機械との間の信号伝達ほ.DPM(デ

大汗ラコンヒニーく
H汀AC7250三1こ;汎用コン

HIDIC

-100

[h
態菜f憎駄作璧

フ連繋占

臼IDIC

-100

HIDIC

-100

｢て十rr十1

10台程度

担!3 日立群制御NCシステムの′･､こ■7ラーキ構成

イジタル位相変調)を使った独得の方式を探用Lているため,制御

装置と工rF機械間の距離をはなし,遠隔より制御することも可能で

ある:｡したがって,分散して配置された工作機械を制御することも

できる｡

各擬械♂二稼働状況は,中央操作盤および各校械に付属の操作盤に

指示されるようになっており,作業者は必要に応じて各操作盤に表

示されるジョブ番号,シーケンス番号,工具番号.主軸回転数など

を確認しながらワーク交換,工具交換を行なえばよいことになる｡

したがって.作業員ほ作業の段取りを全く考える必要がなくなるの

で,コニ作機械を集中して配置した場合にほ,1人の作業員が10台程

度の工rF機械を運転できることになる｡

なお,上位計算機と結合して,ハイアラーキシステムを構成した

場合には,APTなどの自動プログラムをオンラインで行なうこと

ができることほもちろん,機械工場全体の最適運転を達成するため

のオンラインスケジューリングを行なiっせることも可能となる｡
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■計算機制御の最適設計用ソフトウエアの開発

起近､電子計算機でプラン′卜をコントロー【′しする計節二械制御バミ詰

んになり,鉄鋼,電力,化学など`ハ分野に過糾されている二

l-1立製作所中央研グE所でほ,こノーほどこれr)プラントハ計コ謀粍制

御に有効な次の二つのプログラムを開花Lた一､

① GLS(計節磯貝荷シミュレータCompu[er Load Simtllat叶)

計買t機制御システムで適切なシステム設計を短期間に行なうた

めのシミュレーション･ソフトウエア･システム

② RETOP(実時間最適化プログラムRealTinle Opt主111izing

Progra血)

■NC用図形処理プログラムを開発

日立製作所では,三角形,四角形,扇形などの基本的な図形か〔_,,

要求する図形を作り出す全く新Lい考え方に基づく二NC(数値制御)

用プログラムの開発に成功L.た｡

このプログラムは,点,正絹軋｢-了弧などの同形要素を用いて同形

を作り出していた従来のAPT方式(Automatica11y Programed

TooIs)を一新Lた手法で,世界の類例のないユニークなプロブラ∴

である｡

これiこより,工場の設計,製図,聾竺造に至る一連の生産システム

の一体化,省力化が可能とな～),またグラフトソク･デーナスプレイ

などを利用Lた図形処理分野での活用も考えられる)

このプログラムの開発によって.次のメリットが期待される.+ま

ず,従来のプログラムは,図形を作り出す部分で,まず創成要素を一

つずつ定義し,その後おのおのの関係を定義するという手法をとっ

ていたため,データ数が多く,パートプログラムの作成に時間が長

くかかった.｡これにたいし本プpグラムほ簡単なステートメントて,

図形を作り出すことができるので.従来のプログラムに比較してス

制御システ∴ろニ プ三爪印言｢○丘も払二道転するたが〕の姑適化ブロダ

フム

ニれらのブ丁二=ブラムこよって､次′ハメリットがあげられる=,

:己■討J御耶十糾卦/つfl荷の変動をシステム的に解析し′て,従来より効

率(ノ)ょい-･プログラム設計力こ可能.とた/､た､.･こ吾)計‡‡粒の応答時間の

右岩船･よ推力∴了きろて･･音･必要品′J､掛つハードウェア構成で,能率の

良いシステム設計ノウ;できる二 甘計第)二様制御の方㌫超な設計が短時間

てできる一-.r以1二∴･■ゝCLS)

また,･･-工■･従来困難とされていた,プラントの‡技適逆転のたぎ)の計

て祁蜜制御の汎用プロブラムを開発Lた-･丁丑彰三雄なプラントの制御

ニbいても短い柿間で解カニ得ら氷るので∴j珊引岩淵J御として適L_て

いる_ す記憶溶岩か少なくてすむ二(上二し上がRETOP､)

テ･ソププログラム数は約1/3程度で処理でき,省力効果が大きい

次に図形をその安ま取り扱うこと:二よっでjさ感がつか見やすく.

処坪作業が綻ヰ描Jて,間違が少ない.

おもな特長ほ次･ノ〕とぉりである.･丑･創成されたぉのおのの図形

二村Lて,符一号をつけて取り扱うので,数値をケえるだけで固形の

変更ができる-こjtはその同形を修爪する場合の照合に利用できる｡

J号一周形の修正処理ができる.二特に使用ひん蛭の成し､修il三形状iこ対し

て,随時,任意に隆正が施せるように準術さカ‾している一二.その修正形

状は約10柏に及んでおF),基本的同形と組見合わせることによっ

て数十万,数百万種の図形をつく州jすことができる.=J@すでに定

義された即捗どうL■をrt窟に組み合わせることができる.っ④図形

の反転処理が可能である=,これによF)同形の定義は半分ですむ｡⑤

図形を任意の示′-〔線で切断し,不必要な部分を椚去し分割処刃!が可能

であるっ(す従来の∴㌔直線,j】]弧などを創成要素とするAPT方式

･乃プログラムを持っており,パートプログラムク)中で相互iこ日仁一‾=こ

使用することかできる｡(苛任意の個所で随時に,四則添乳三角函

数 対数などの筒術式の前筒処理を行なうことができる｡

■45年度 日立スリースター

新形冷蔵庫23機種発売

日立製作所では,45年度の新形スリースター冷蔵樺とLて23機

種,27銘柄を発売する｡

製品的には｢消費者趣向+の基本的考え方から"これからの生活

の変化に対応する冷蔵庫への期待”を凰胃,に実現L.Frozen Food

Typeを主力シリーズに初めて採用,1クラスupに近い大形化を大

きな特長としている｡

また単体フリーザーを30βから160βまで4僚種に充実し,今後

の需安伸長にさきがける準備を整えた〕

23機種中17機種は新形で,R【4130,R一朗90,R【4140H,RX-

162,RF-4030,RF【4060の6椀種は継続機種であるが,R-4130

形は44年度の主力サイズとして販売したものを,45年度は小形準

主力機種の位置で継続するもので,大形移行の姿勢をはっきりと示

している｡

新形冷蔵庫のおもな特長としては(1)ホワイトフリーザー(2)

内容積の増加(3)サーモレーダ全自動(4)スリースター(5)調

貿冷蔵(6)ソリッドステート冷蔵庫があげられる1

ホワイトフリーザー:Frozen FoodTypeの冷蔵庫とほ,冷凍食

l削;まとめ買いされるようになると冷凍室の霜とりによって保存を

中断することは許されなくなる点を解決した冷蔵庫といえる｡冷却

器そのものが冷凍室を形づくるこれまでの冷蔵樺では期間の長短は

あっても冷凍室の芯とf)で保存の中断が起こるが,F-F･Typeで

ある｢ホワイトフリーザー▼+は冷凍室に冷却器がないから霜がなく,

霜とりの必要がないので永久的な冷凍保存が可能である.〕

内容毛■モの増加:主力機種を中心に内容積の増加を図り大形化を

進めた､｡主力のR-5150F形で見れば総内容椚で約2割,フリーザ

ーほ4割の大形化〕とくにフリーザーほ14βもあり主力機種でこれ

だけの内容積をもったフリーザ〉は初めてである｡

サーモレーダ全自動:冷蔵庫に全日動化を開いたサーモレーダ

ほ夏冬のダイアル調節はまったく不要,外気温がどんなに激しく変

化しても冷蔵室ほ2℃,一定冷却スピードほ従来の4倍以上という

冷蔵の本円を突いたすばらLい特性であり,さらにホワイトフリー

ザーでほ冷嫌窒も無霜なので,冷凍室の手動打とf)も不要となり,

文字どおりの全自動冷凍冷蔵席である⊃

ー87-
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スリースター:冷凍指紋庫C_)温度性能を星の数て去示するスタ

ーンーティンブシステムはヨーロッパ各国て実施され,冷蔵庫だけ

でなく冷凍食品にも表示されてi･■鵬学者の使が図られている｡.日立は

41年からフリーザー性能を造高級のスリースターに高め,製品に

も臼后をもって表示Lているこ

スリースターは冷凍食品を3個月以上保存できる温度性能をもっ

ているが,ホワイトフリーザーては,冷凍室か無霜であるから,霜

とりで期間を制約されることもな(∴ 実力かフルに発揮される｡

調湿冷蔵(R-5190FM):冷蔵室内の湿度が調節できるホワイト

フリーザーの中の超高級品である｡冷蔵室の一部分ではなく,冷蔵

図4 日立スリースター冷蔵庫R-5150F(内観)

宣全体が好みの湿度にレバー操作で調節できる｡扉の開閉や食品の

出し入jしシュ放い､ときこエ持去ミな州立唾付こ送り,開閉も少なく食品

を長期間保存するときは冷滋を問州の壁の中に送り,間接冷却に切

換え食品のムす克ずしさを保つことノ〕二できる新い､冷蔵庫である｡

ソリットステート冷蔵埴(R-5150S):これまでにも樺内温度の

検出など一部をソリッドステート化した冷蔵庫はあったが,温度の

検出からモートルの停{臥 霜とりのコントロールまでいっさいの制

御回路をソリッドステート化した世界で初めての冷蔵柾である｡回

路の無援.〔!,りとて安全性がさらに高くなった｡

図5 口立スリースター冷蔵庫R-5150F

‥‥‥編集後記‥‥‥

通商産業省工業技術院が,昭和41年度大形プロジェクトの一つと

して｢長時間運転用MHD発電磯の試作研究+を委託研究に計画さ

れ,これを日立製作所が受託した二熱入力約3,600kW,境大電気出

力約2kW,連続運転時問(目標)100時間の試作を行ない,昭和42

年10月の運転研究で110時間の連続運転に成功した⊂､

｢長時間運転用MHD発電横の開発+では,本発電機の研究成果

の詳細を報告した黄重な論文と言えエう｡
◎

HITAClOは,日立製作所がHITAC8000シリーズのハードウニ

7技術を結集して,本年2月完成したミニ･コンピュータである〇

誰にでも手軽に使用でき,価格が安く,高性能･超小形科学用計‡;工

機として,その用途ほ一料こ小形科学用計算楔用にとどまらず,多方

面への応用が可能である｡,

｢超小形電子計算機HITAClO_でほ,本電子計算機の論理構成,

入出力制御などを述べている｡

◎

トランジスタ化テレビ受信機の量産化は,昭和40年ごろから飛躍

的に伸びてきた｡すでにR立製作所では業界l･こ先きがけ,テレビ受

信依のオー′レトランジスタ化に成功するなど数々の技術成果を蓄積

しノてきたこ′

本号は,日立製作所におけるテレビ受信機技術陣における成果の

一端を｢19形オールトランシスタカラーテレビ受信機+他4編をも

って｢テレビ受信機特集-!:とした｡-.日立独自の新技術を駆使Lた19
形オーノントランジスタカラ〉テレビ受信機の開発,信号回路の問題

など,トランジスタ化iこ関する研究域果が報告さjlている｡

◎

巻頭を飾る一家一言らんには,日本放送協会専務理事,技師長

野村達治氏より､近年,テレビ受信撥のカラー化は世界的な傾向で

あり,わが国が独自の新技術をもって外国へ進出することが第2の

使命であることを説かれた｢テレビ産業界の興隆+と題する玉稿を

賜わった｡

本誌のために,特に寸暇をさいて稿を草さj‾tたご好意に対し,厚

くお礼を申しあげる｡
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